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私の今回の演題に関連して、開示すべき利益相反状態はありません。  



目的 



DC MNB Reverse 

DC発現時期 異常分割 

… 



方法 

DC発現胚 
５９３個 
３３.０％ 

非異常分割胚 
７６３個 
４２.５％ 

 
Day6まで培養 
４５７個 

 

非BL 
３１１個 

BL 
(DC群) 
１４６個 
３１.９％ 

Day6まで培養 
５３９個 

非BL 

１６０
個 

BL 
(非異常分割群) 
３７９個 
７０.３％ 

比較検討を行った 

TLにて観察 
正常受精胚 
１７９７個 

Gardner分類にて３以上かつICMがB以上の胚は凍結保存を行った。 
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図２ 各DC発現別およびDC群と非異常分割群の胚盤胞率(%) 
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n=457 
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各ＤＣ発現時期間での良好胚盤胞率では有意差は得られなかった。 
ＤＣ群と非異常分割群では有意差が認められた。 

** 

**： Ｐ＜０.０１ 

図３ 各DC発現別およびDC群と非異常分割群の良好胚盤胞率(%) 



DC発現胚 胚移植 臨床妊娠 妊娠経過 絨毛組織染色体検査結果 

１５症例 ３症例 妊娠継続１症例 (３３.３％) 

２０.０％ 流産２症例 （６６.７％） 45X 47XY,+16 

非異常分割胚 胚移植 臨床妊娠 妊娠経過 絨毛組織染色体検査結果 

９４症例 ６０症例 妊娠継続 ５０症例 (８３.３％) 

６３.８％ 流産１０症例 (１６.７％） 46XX 46XX 46XX 46XY 
47XY,+22 47XY,+22 



採卵(融解)時年齢 ２８歳 

不妊原因 男性因子 

ＤＣ発現時期 ＤＣ４ 

融解胚移植時の胚のgrade ＢＬ３ＡＡ 

出産週数 ３６週３日 

出産方法 帝王切開術 

出産児の体重 性別 (APS) ２３５４ｇ 女 (8/9) 
２１０８ｇ 女 (7/9) 

胚移植前 4cell 6cell 

５０μｍ 



DC４ 



DC発現時期については、初期のDC発現で胚盤胞形成が 

低い結果となったが、良好胚盤胞形成との関係性は認めなかった。 

DC発現胚は非異常分割胚と比べ、胚盤胞および良好胚盤胞形成率が 

低率であると示唆された。 

しかし、染色体異常の可能性の高い異常分割であるDC 発現胚でも、 

３１.９％は胚盤胞へ発育する事が確認された。 

また、DC発現胚の臨床妊娠率及び妊娠継続率が低いことも含め 

胚移植の第一選択にしないために、初期胚での異常分割の評価は 

必須であると考えられた。 

１例の妊娠出産症例により、DC発現胚でも患者とのインフォームド 

コンセントの上、胚移植へ供することも一つの選択肢であると 

考えられるが、その扱いは慎重にすべきである。 


